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■１ 概要 

 ◇本装置は、２台の市販の無線機を、改造することなく外部で橋渡しし、通信を拡張するためのアダプターです。 

  受信音声をデジタル変換し遅延することで、送信開始から音声が通るまでの頭切れを抑制します。 

 ◇本装置と２台の無線機を複数セット使用することで、通信距離を大きく伸ばすことが可能です。 

 

■２ 特長 

 ◇音声をトータルで約０.９秒遅延することが可能です。 

 ◇送受信の切り換えは、ビジー信号が取れない場合、受信信号検知によって行なうこと（ＳＯＸ／ＮＯＸ）が可能です。 

  ＳＯＸ：信号（音声）検知送信（Signal Operation Transmission）、ＮＯＸ：ノイズ検知送信（Noise Operation Transmission） 

  ノイズ検知送信は、受信中、無線機のオーディオアンプがＯＮになり、僅かにノイズが増える場合に、ビジー入力の代わりにするものです。 

 ◇信号検知は、単一トーンやスケルチ開放ノイズを区別し、不要な送信を抑制します。 

 ◇無変調防止タイマーと連続送信制限タイマーにより、意図しない送信を防ぐことが可能です。 

 ◇マイク＆スピーカー（オプション）を接続することにより、デュアルバンドの無線局として使用可能です。 

 ◇内部信号処理は１６ビット８Ｋｓｐｓですが、信号入出力を６倍サンプリングすることで、高音域を改善しています。 

 ◇マイクロＵＳＢコネクタで一般的なパソコンに接続し、ターミナルアプリケーションを使用することで、各種設定を行えます。 

  Ｗｉｎｄｏｗｓ１０以降で使用できる設定アプリケーションを無償ダウンロードしていただけます。 

 

■３ 添付品 

 使用説明書  ×１ 

 マイクロＵＳＢケーブル ×１ 

 

■４ 仕様 

◇使用環境 

 動作温度範囲・・・・・・・・・・・・・ －１０℃～６０℃（氷結および結露のないこと） 

 動作湿度範囲・・・・・・・・・・・・・ ５％ＲＨ～８５％ＲＨ 

◇電源部 

 電源電圧範囲・・・・・・・・・・・・・ ＤＣ５Ｖ±１０％（マイクロＵＳＢまたはミニＤＩＮ８Ｐコネクタから供給） 

 サージ電流耐量・・・・・・・・・・・・ ３Ａ（８／２０μｓ） 

 エネルギー耐量・・・・・・・・・・・・ ２００ｍＪ（２ｍｓ） 

 消費電流・・・・・・・・・・・・・・・ １２０ｍＡ以下（無負荷） 

◇マイク入力部（ＣＮ３） 

 最大入力・・・・・・・・・・・・・・・ ６３ｍＶｐ-ｐ（２２ｍＶｒｍｓ） 

 入力インピーダンス・・・・・・・・・・ ２ｋΩ 

◇スピーカー出力部（ＣＮ４） 

 最大出力・・・・・・・・・・・・・・・ １．６Ｗ（８Ω負荷） 

◇無線機インターフェース部（ＣＮ５・ＣＮ６・ＣＮ７） 

 最大スピーカー入力・・・・・・・・・・ ２Ｖｐ-ｐ（７０７ｍＶｒｍｓ） 

 スピーカー入力インピーダンス・・・・・ ２０ｋΩ 

 最大マイク出力・・・・・・・・・・・・ ６４ｍＶｒｍｓ（無負荷） 

 マイク出力インピーダンス・・・・・・・ ２ｋΩ 

 通過帯域幅・・・・・・・・・・・・・・ ３００Ｈｚ～３６００Ｈｚ（－３ｄＢ以上） 

 低音減衰特性・・・・・・・・・・・・・ －６ｄＢ／Ｏｃｔ（１０００Ｈｚ以下）、０ｄＢ（１０００Ｈｚ以上） 

 ビジー入力電圧範囲・・・・・・・・・・ ０Ｖ～５Ｖ（ＣＮ７のみ） 

 ビジー入力検知電圧・・・・・・・・・・ ２．７Ｖ以上、０．８Ｖ以下（ＣＮ７のみ） 

 ＰＴＴ出力・・・・・・・・・・・・・・ オープンドレイン、許容負荷：ＤＣ２４Ｖ１００ｍＡ（ＣＮ７のみ） 

◇マイクロＵＳＢインターフェース部（ＣＮ８） 

 準拠規格・・・・・・・・・・・・・・・ ＵＳＢ ２．０ 

 対応デバイスクラス・・・・・・・・・・ ＣＤＣ（Communications Device Class） 

 ＣＤＣ対応ハードウェアフロー制御・・・ ＤＴＲ／ＤＳＲ 

◇その他 

 外形寸法・・・・・・・・・・・・・・・ Ｗ９２ｍｍ×Ｄ７８．２ｍｍ×Ｈ１４ｍｍ（突起物は含んでいません） 
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図４－１ 信号系統図 

 

 

 

図４－２ タイミング図 
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■５ コネクタの用途 

 本装置には、特定小電力無線機とデジタル小電力コミュニティ無線機を接続するための３.５φ４Ｐジャック×２（ＣＮ５・ＣＮ６）、 

汎用無線機を接続するためのミニＤＩＮ８Ｐジャック（ＣＮ７）、電源・設定用のマイクロＵＳＢジャック（ＣＮ８）と、 

マイク＆スピーカージャック（ＣＮ３・ＣＮ４）があります。 

※ファームウェア書き込み用コネクタ（ＣＮ２）は、使用しないで下さい。 

 

 

図５－１ 主要部品配置 

 

 

 

２.５φ２Ｐジャック（ＣＮ３）（№１ が先端部） 

№ 信 号 名 備    考 

１ マイク入力  

２ ＧＮＤ（マイクコモン）  

 

３.５φ２Ｐジャック（ＣＮ４）（№１ が先端部） 

№ 信 号 名 備    考 

１ スピーカー出力＋  

２ スピーカー出力－  

※ＣＮ３のＧＮＤ（マイクコモン）と、ＣＮ４のスピーカー出力－に導通があるマイク＆スピーカーは使用できません。 

 

３.５φ４Ｐジャック（ＣＮ５・ＣＮ６）（№１ が先端部） 

№ 信 号 名 備    考 

１ マイク出力  

２ マイクコモン ＧＮＤとマイクコモンに導通がある無線機の場合は未接続にして下さい。 

３ スピーカー入力  

４ ＧＮＤ（スピーカーコモン）  

※Ａが特定小電力無線機用で、Ｂがデジタル小電力コミュニティ無線機用です。 
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ミニＤＩＮ８Ｐジャック（ＣＮ７） 

№ 信 号 名 備    考 

１ ＋５Ｖ入力  

２ ビジー入力Ａ  

３ スピーカー入力  

４ マイク出力  

５ ＧＮＤ（スピーカーコモン）  

６ マイクコモン ＧＮＤとマイクコモンに導通がある無線機の場合は未接続にして下さい。 

７ ＰＴＴ出力  

８ ビジー入力Ｂ  

※汎用無線機接続用で、Ｂの３.５φ４Ｐジャックの同じ信号名は、導通しています。 

 

○マイクコモン／ビジー入力切り替えジャンパー（ＪＰ１・ＪＰ２） 

３.５φ４Ｐジャック（ＣＮ５・ＣＮ６）の№２を、マイクコモン／ビジー入力に切り替えます。 

出荷時は、マイクコモン（２－３間ショート）になっています。 

ビジー入力に変更する場合は、２－３間をカットし、１－２間をショートして下さい。 

ＪＰ１はＣＮ５、ＪＰ２はＣＮ６の切り替えです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■６ ＬＥＤ表示 

 本装置には、黄色の電源モニター（ＬＥＤ５）、緑色の信号検知モニター×２（ＬＥＤ２・ＬＥＤ４）と、 

赤色の送信モニター×２（ＬＥＤ１・ＬＥＤ３）があります。 

 

 ○黄色の電源モニター（ＬＥＤ５） 

  通電中は１秒周期で点滅します。 

  受信入力がクリップすると、３秒間、高速（０.２秒周期）で点滅します。 

 ○緑色の信号検知モニター（ＬＥＤ２・ＬＥＤ４） 

  信号検知閾値以上で点灯し、信号非検知閾値以下で消灯します。 

  ＬＥＤ２はＢ、ＬＥＤ４はＡの信号検知モニターになります。 

 ○赤色の送信モニター（ＬＥＤ１・ＬＥＤ３） 

  送信状態の間、点灯します。 

  無変調防止や連続送信制限が働くと、「送信選択」による送信条件がなくなるまでの間、高速（０.２秒周期）で点滅します。 

  ＬＥＤ１はＢ、ＬＥＤ３はＡの送信モニターになります。 
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■７ 設定について 

本ユニットには、フラッシュメモリー設定があります。 

Ｗｉｎｄｏｗｓ１０以降で使用できる設定アプリケーション（無償ダウンロード）で主要な設定が可能です。 

設定アプリケーションのＵＲＬ：https://www.patok.jp/TK-2070-Cfg_Setup.zip 

 

    図７－１ 設定画面（簡易設定選択状態） 
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    図７－２ 状態監視（クリップ状態） 

 

 

    図７－３ 状態監視（マイク＆スピーカーで送信） 

 

 

□設定手順 

○本装置をマイクロＵＳＢ経由でＷｉｎｄｏｗｓパソコンに接続して下さい。 

○設定アプリケーション（ＴＫ－２０７０ Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）を実行して下さい。 

○認識した（新しく増えた）「ＣＯＭポート」を選択し、「設定受信」をクリックすると、「図７－１」のように表示されます。 

○「簡易設定選択」は、無線機に応じた設定の出発点を選択して下さい。 

○「音声遅延時間」は、送信を開始して、相手に音声が届くまでの時間を指定して下さい。 

 ８ｍｓ単位で、ＡとＢの合計が８９６ｍｓを越えることはできません。 

 ※デジタル小電力コミュニティ無線機は、無線機同士で遅延が発生しますが、この遅延を加算する必要はありません。 

○「送信継続時間」は、信号検知送信選択時、信号が途切れても送信し続ける時間を指定して下さい。 

 ノイズ検知送信やビジー入力送信選択時は関係ありません。 

○「受信ゲイン」は、受信音量が小さいときに、クリップ（ＬＥＤ５が高速点滅）しない範囲で大きくして下さい。 

 無線機側で音量調節できるときは、無線機側で調節して下さい。 

 ※クリップは、入力アンプの飽和により、音声歪が発生している状態を指します。 

○「送信ゲイン」は、送信音量が大きいときに、適切な値に小さくして下さい。 

○「送信選択」は、送信状態に移行する条件を選択して下さい。 

 ・「信号検知」は、信号検知閾値以上の信号（音声）レベルを検知すると、送信状態に移行します。 

 ・「ノイズ検知」は、ノイズ検知閾値以上のノイズレベルを検知すると、送信状態に移行します。 

  受信中、無線機のオーディオアンプがＯＮになり、僅かにノイズが増える場合に、ビジー入力の代わりにするものです。 

 ・「ビジー入力（正極性）」は、ビジー入力が検知電圧（２．７Ｖ）以上になると、送信状態に移行します。 

 ・「ビジー入力（負極性）」は、ビジー入力が検知電圧（０．８Ｖ）以下になると、送信状態に移行します。 

○「検知応答時間」は、トーン、ノイズや信号を検知するまでの応答時間を指定して下さい。 

 応答時間を延ばすと、誤検知を軽減できますが、遅延時間が増しますので、その分「音声遅延時間」を増して下さい。 

○「ノイズ検知送信」選択時、「ノイズ検知閾値」は、送信を開始する信号レベルを、「ノイズ非検知閾値」は、 

約０.１秒後に送信を終了する信号レベルを指定して下さい。 

「ノイズ検知閾値」は、－６０ｄＢを下回るとＡＧＣ（自動ゲイン制御）が入ります。 

－７２ｄＢ（Ｂのデフォルト）の場合、０～１２（７２－６０）ｄＢの範囲でゲイン制御を行ないます。 

○「ＰＴＴ極性」は、ＣＮ７の№７（ＰＴＴ出力）の極性を反転させる場合にチェックを入れて下さい。 

 拡声器等を使用する場合に、消音に応用できます。 

○「低音減衰」は、低音を減衰させて聞き取り易くする場合にチェックを入れて下さい。 

○「信号検知送信」選択時、「信号検知閾値」は、送信を開始する信号（音声）レベルを、「信号非検知閾値」は、 

継続時間後に送信を終了する信号（音声）レベルを指定して下さい。 

※送信設定に関係なく、当該閾値は、単一トーン検知やスケルチ開放ノイズ検知に使用します。 

  ※周囲のノイズでスケルチ開放ノイズ検知が働かないように調節して下さい。 
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○「トーン検知」は、単一トーン検知時に、送信状態に移行しないようにする場合にチェックを入れて下さい。 

 「送信選択」が「ビジー入力」の場合は関係ありません。また、ＡＧＣ（自動ゲイン制御）が入ると無効になります。 

○「ノイズ検知」は、スケルチ開放ノイズ検知時に、送信状態に移行しないようにする場合にチェックを入れて下さい。 

 「送信選択」が「ビジー入力」の場合は関係ありません。また、ＡＧＣ（自動ゲイン制御）が入ると無効になります。 

○「無変調防止時間」は、意図せず無変調での送信状態が継続したときに、送信状態を解除するまでの時間を指定して下さい。 

○「連続送信制限時間」は、意図せず送信状態が継続したときに、送信状態を解除するまでの時間を指定して下さい。 

○「優先選択」は、送信状態で受信を許可する対象を選択して下さい。 

 「無効」は送信状態の対象は受信しませんが、「Ａ／Ｂ」を選択するとＡ／Ｂ側送信状態でも受信し、Ｂ／Ａ側を送信状態にできます。 

○「マイクゲイン」は、マイク＆スピーカーで送信する場合のマイクゲインを調節して下さい。 

○「マイク送信選択」は、マイク＆スピーカーで送信する場合の送信対象を選択して下さい。 

 「ＰＴＴ切り替え」は、起動時はＡとＢの両方が送信対象ですが、ＰＴＴを約１秒以内に３回押す度に送信対象を順に切り替えることができます。 

 ※非選択の送信対象は、受信による送信も行ないません。 

○「出荷時に戻す」をクリックすると、本装置を出荷時の状態に戻すことができます。 

○「設定送信」をクリックして、本装置に変更した設定を保存して下さい。 

○「再起動」をクリックすると、本装置を再起動することができます。 

○「保存．．．」をクリックすると、設定をファイルに保存することができます。 

○「読出．．．」をクリックすると、予めファイルに保存した設定を読み出すことができます。 

○「閉じる」をクリックし、設定アプリケーション（ＴＫ－２０７０ Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）を終了して下さい。 

○本装置からマイクロＵＳＢを抜いて下さい。 

 

 

 

□状態監視 

○本装置をマイクロＵＳＢ経由でＷｉｎｄｏｗｓパソコンに接続して下さい。 

○設定アプリケーション（ＴＫ－２０７０ Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）を実行して下さい。 

○「設定受信」をクリック後、「状態監視」をクリックしチェックを入れると、状態を監視することができます。 

 ・「トーン」は、単一トーンを検知すると黄色表示します。（送信中は検知しません） 

 ・「ノイズ」は、スケルチ開放ノイズを検知すると黄色表示します。（送信中は検知しません） 

 ・「ビジー」は、ノイズ検知閾値／信号検知閾値で指定した信号を検知すると緑色表示します。（本体のＬＥＤ２・ＬＥＤ４と同じです） 

 ・「ＰＴＴ」は、送信状態の間、赤色表示します。（本体のＬＥＤ１・ＬＥＤ３と同じです） 

   無変調防止や連続送信制限が働くと、、本体のＬＥＤとは異なり、赤色に×で表示します。 

 ・「受信レベル Ａ」・「受信レベル Ｂ」は、接続した無線機のスピーカー音量のピーク値をバー表示します。 

  各種設定は実効値で処理しますので、ピークバー表示よりも低い値になります。 

通話中にクリップ（ピークバーが赤色表示）しないように、無線機の音量または「受信ゲイン」を調節して下さい。 

※マイク＆スピーカーで送信中は「マイクレベル」表示に切り替わります。 

  通話中にクリップ（ピークバーが赤色表示）しないように、「マイクゲイン」を調節して下さい。 

○各種設定を変更し、「設定送信」をクリックして、保存に成功すると、即座に変更内容が反映されます。 

○「状態監視」をクリックしチェックを外すと、状態監視を終了することができます。 

○「閉じる」をクリックし、設定アプリケーション（ＴＫ－２０７０ Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）を終了して下さい。 

○本装置からマイクロＵＳＢを抜いて下さい。 
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■８ ＡＴコマンド 

マイクロＵＳＢコネクタで一般的なパソコンに接続し、ターミナルアプリケーションを使用することで、各種設定や制御を行えます。 

ポート設定はフロー制御のみ、「ＤＴＲ／ＤＳＲ」によるハードウェアフロー制御にして下さい。 

その他のポート設定はデフォルトのままで構いません。 

全てのコマンド操作は、「ＡＴ＆Ｗ」コマンドで保存しないと、電源の入り切りや再起動で、変更した設定は失われます。 

 

表８－１ フラッシュメモリー設定 

用途 ＡＴコマンド デフォルト 

コマンドのエコーを制御 ＡＴＥｓ １ 

Ａの検知応答時間を指定 ＡＴＳ３５＝ｂｂｂ １ 

Ｂの検知応答時間を指定 ＡＴＳ３６＝ｂｂｂ １ 

Ａのノイズ非検知閾値を指定 ＡＴＳ４１＝ｂｂｂ １７ 

Ａのノイズ検知閾値を指定 ＡＴＳ４２＝ｂｂｂ ５ 

Ｂのノイズ非検知閾値を指定 ＡＴＳ４３＝ｂｂｂ ４４ 

Ｂのノイズ検知閾値を指定 ＡＴＳ４４＝ｂｂｂ ３２ 

信号非検知閾値を指定 ＡＴＳ８１＝ｂｂｂ ２２ 

信号検知閾値を指定 ＡＴＳ８２＝ｂｂｂ １０ 

音声遅延時間を指定 ＡＴ！Ｋｓ＝ｂｂｂ ０：３０、１：４０ 

優先選択 ＡＴ！Ｎｔ ０ 

マイク＆スピーカーの送信状態を選択 ＡＴ！Ｏｔ ０ 

ＰＴＴ出力極性を指定 ＡＴ！Ｐｓ ０ 

ビジー入力を選択 ＡＴ＃Ｂｓ＝ｂｂｂ ０：１、１：１ 

受信ゲインを指定 ＡＴ＃ＤＥＭｓ＝ｂｂｂ ０：０、１：０ 

スケルチ開放ノイズ検知を指定 ＡＴ＃ＤＮｓ ０ 

単一トーン検知を指定 ＡＴ＃ＤＴｓ ０ 

送信ゲインを指定 ＡＴ＃ＭＯＤｓ＝ｂｂｂ ０：０、１：０ 

低音減衰を指定 ＡＴ＃Ｑｔ ０ 

スピーカー／マイクゲインを指定 ＡＴ＃ＳＰＫｓ＝ｂｂｂ ０：２４、１：３０ 

送信継続時間を指定 ＡＴ＃ＶＤｓ＝ｂｂｂ ０：６２、１：６２ 

無変調防止時間を指定 ＡＴ＆Ｍ０＝ｗｗｗｗｗ ６０ 

連続送信制限時間を指定 ＡＴ＆Ｍ１＝ｗｗｗｗｗ ０ 

※デフォルトの「０：」はＡ、「１：」はＢ 

 

表８－２ 制御コマンド 

用途 ＡＴコマンド 

情報確認 ＡＴＩｂｂｂ 

リセット ＡＴＲ 

設定のダウンロード ＡＴＳＲＸ 

設定のアップロード ＡＴＳＴＸ 

登録済みの設定に復元 ＡＴＺ 

シリアル番号の参照 ＡＴ！ＳＮ？ 

出荷時の設定に復元 ＡＴ＆Ｆ 

現在の設定の登録 ＡＴ＆Ｗ 

 

 

コマンド解説で使用している英小文字は、変更可能な値を示しています。 

以下に、その種類と、値の範囲を示します。 

ｓ  ０、１ 

ｔ  ０～３ 

ｂｂｂ  ０～２５５ 

ｗｗｗｗｗ ０～６５５３５ 

 これらは変更可能な値であり、コマンドによっては、正常に動作する値の範囲があります。 
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 ◆Ｅ 

  コマンドのエコー制御の参照変更を行います。 

  ・Ｅｓ 

  コマンドのエコー制御の変更を行ないます。 

   「ＡＴＥ１」でエコーを行い、「ＡＴＥ０」でエコーを行ないません。 

 ・Ｅ？ 

  コマンドのエコー制御の参照を行ないます。 

 

 ◆Ｉ 

  様々な情報を返します。 

 ・Ｉ３ 

  ファームウェアのバージョン情報を返します。 

 ・Ｉ４ 

  型式を返します。 

 

 ◆Ｒ 

  約１秒後に本装置のリセットを行ないます。 

  ただし、「ＤＴＲ」がアクティブな場合、インアクティブになるまでリセットを留保します。 

 

 ◆Ｓ３５ 

  Ａの検知応答時間の参照変更を行ないます。 

  トーン、ノイズや信号を検知するまでの応答時間です。 

  応答時間を延ばすと、誤検知を軽減できますが、遅延時間が増しますので、その分「ＡＴ！Ｋ」（音声遅延時間）を増して下さい。 

 ※音声遅延時間を超えないようにして下さい。 

 ・Ｓ３５＝ｂｂｂ 

  Ａの検知応答時間の変更を行ないます。 

  範囲は０～１１０（１６ｍｓ～８８０ｍｓ、８ｍｓ単位）で、１（２４ｍｓ）がデフォルトです。 

 ・Ｓ３５？ 

  Ａの検知応答時間の参照を行ないます。 

 

 ◆Ｓ３６ 

  Ｂの検知応答時間の参照変更を行ないます。 

  トーン、ノイズや信号を検知するまでの応答時間です。 

  応答時間を延ばすと、誤検知を軽減できますが、遅延時間が増しますので、その分「ＡＴ！Ｋ」（音声遅延時間）を増して下さい。 

 ※音声遅延時間を超えないようにして下さい。 

 ・Ｓ３６＝ｂｂｂ 

  Ｂの検知応答時間の変更を行ないます。 

  範囲は０～１１０（１６ｍｓ～８８０ｍｓ、８ｍｓ単位）で、１（２４ｍｓ）がデフォルトです。 

 ・Ｓ３６？ 

  Ｂの検知応答時間の参照を行ないます。 

 

 ◆Ｓ４１ 

  Ａのノイズ非検知閾値の参照変更を行ないます。 

  「ノイズ検知送信」選択時、送信を終了する信号レベルです。 

 ・Ｓ４１＝ｂｂｂ 

  Ａのノイズ非検知閾値の変更を行ないます。 

  範囲は１～３９（－４１ｄＢ～－７９ｄＢ、－１ｄＢ単位）で、２４（－６４ｄＢ）がデフォルトです。 

 ・Ｓ４１？ 

  Ａのノイズ非検知閾値の参照を行ないます。 
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 ◆Ｓ４２ 

  Ａのノイズ検知閾値の参照変更を行ないます。 

  「ノイズ検知送信」選択時、送信を開始する信号レベルです。 

 ・Ｓ４２＝ｂｂｂ 

  Ａのノイズ検知閾値の変更を行ないます。 

  範囲は０～３８（－４０ｄＢ～－７８ｄＢ、－１ｄＢ単位）で、１２（－５２ｄＢ）がデフォルトです。 

 ・Ｓ４２？ 

  Ａのノイズ検知閾値の参照を行ないます。 

 

 ◆Ｓ４３ 

  Ｂのノイズ非検知閾値の参照変更を行ないます。 

  「ノイズ検知送信」選択時、送信を終了する信号レベルです。 

 ・Ｓ４３＝ｂｂｂ 

  Ｂのノイズ非検知閾値の変更を行ないます。 

  範囲は１～３９（－４１ｄＢ～－７９ｄＢ、－１ｄＢ単位）で、４４（－８４ｄＢ）がデフォルトです。 

 ・Ｓ４３？ 

  Ｂのノイズ非検知閾値の参照を行ないます。 

 

 ◆Ｓ４４ 

  Ｂのノイズ検知閾値の参照変更を行ないます。 

  「ノイズ検知送信」選択時、送信を開始する信号レベルです。 

 ・Ｓ４４＝ｂｂｂ 

  Ｂのノイズ検知閾値の変更を行ないます。 

  範囲は０～３８（－４０ｄＢ～－７８ｄＢ、－１ｄＢ単位）で、３２（－７２ｄＢ）がデフォルトです。 

 ・Ｓ４４？ 

  Ｂのノイズ検知閾値の参照を行ないます。 

 

 ◆Ｓ８１ 

  信号非検知閾値の参照変更を行ないます。 

  「信号検知送信」選択時、送信継続時間後に送信を終了する信号レベルです。 

 ・Ｓ８１＝ｂｂｂ 

  信号非検知閾値の変更を行ないます。 

  範囲は１～３９（－１１ｄＢ～－６０ｄＢ、－１ｄＢ単位）で、２２（－３２ｄＢ）がデフォルトです。 

 ・Ｓ８１？ 

  信号非検知閾値の参照を行ないます。 

 

 ◆Ｓ８２ 

  信号検知閾値の参照変更を行ないます。 

  「信号検知送信」選択時、送信を開始する信号レベルです。 

 ・Ｓ８２＝ｂｂｂ 

  信号検知閾値の変更を行ないます。 

  範囲は０～３８（－１０ｄＢ～－５９ｄＢ、－１ｄＢ単位）で、１０（－２０ｄＢ）がデフォルトです。 

 ・Ｓ８２？ 

  信号検知閾値の参照を行ないます。 

 

◆ＳＲＸ 

  インテルヘキサフォーマットで、全設定のダウンロードを行ないます。 

設定のバックアップに使用します。 

※「ＡＴ＆Ｗ」コマンドでフラッシュメモリーに保存した内容ではありません。 
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◆ＳＴＸ 

インテルヘキサフォーマットで、全設定のアップロードを行ないます。 

設定の復元や複製に使用します。 

転送中にエラーが発生すると、自動的に「ＡＴＺ」コマンドを実行し、終了します。 

※「ＡＴ＆Ｗ」コマンドでフラッシュメモリーに保存する必要があります。 

 

◆Ｚ 

登録済みの設定で復元を行ないます 

 

 ◆！Ｋ 

  音声遅延時間の参照変更を行ないます。 

  受信した音声を遅らせて送信する時間です。 

  「ｓ」は無線機入出力選択、「ｂｂｂ」は遅延時間です。 

  無線機入出力選択は、０：Ａ、１：Ｂ 

 ・！Ｋｓ＝ｂｂｂ 

  音声遅延時間の変更を行ないます。 

  範囲は１～１０９（１６ｍｓ～８８０ｍｓ、８ｍｓ単位）で、Ａは３０（２４８ｍｓ）、Ｂは４０（３２８ｍｓ）、がデフォルトです。 

  ※ＡとＢの合計は、８９６ｍｓを超えないようにして下さい。 

 ・！Ｋｓ？ 

  音声遅延時間の参照を行ないます。 

 

 ◆！Ｎ 

  送信状態で受信を許可する対象の参照変更を行ないます。 

 ・！Ｎｔ 

  送信状態で受信を許可する対象の変更を行ないます。 

   「ＡＴ！Ｎ０」は無効（デフォルト）、「ＡＴ！Ｎ１」はＡのみ送信状態での受信を許可、「ＡＴ！Ｎ２」はＢのみ送信状態での受信を許可 

 ・！Ｎ？ 

  送信状態で受信を許可する対象の参照を行ないます。 

 

 ◆！Ｏ 

  マイク＆スピーカーの送信状態の参照変更を行ないます。 

 ・！Ｏｔ 

  マイク＆スピーカーの送信状態の変更を行ないます。 

   「ＡＴ！Ｏ０」はＰＴＴ切り替え（デフォルト）、「ＡＴ！Ｏ１」はＡのみ送信状態、「ＡＴ！Ｏ２」はＢのみ送信状態、「ＡＴ！Ｏ３」は両方送信状態 

※ＰＴＴ切り替えは、マイク＆スピーカーのＰＴＴを約１秒以内に３回押すと、順に送信状態を変更できます。 

 ・！Ｏ？ 

  マイク＆スピーカーの送信状態の参照を行ないます。 

 

 ◆！Ｐ 

  ＰＴＴ出力極性の参照変更を行います。 

  ・！Ｐｓ 

  ＰＴＴ出力極性の変更を行ないます。 

   「ＡＴ！Ｐ０」は送信状態中ＯＮ、「ＡＴ！Ｐ１」は受信状態中ＯＮです。 

 ・！Ｐ？ 

  ＰＴＴ出力極性の参照を行ないます。 

 

 ◆！ＳＮ？ 

  シリアル番号の参照を行ないます。 
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 ◆＃Ｂ 

  送信選択の参照変更を行ないます。 

  ビジー入力を使用する場合は、入力極性を選択します。 

  「ｓ」は無線機入出力選択、「ｂｂｂ」は送信選択です。 

  無線機入出力選択は、０：Ａ、１：Ｂ 

 ・＃Ｂｓ＝ｂｂｂ 

  送信選択の変更を行ないます。 

  範囲は０～３（０：信号検知、１：ノイズ検知（デフォルト）、２：ビジー入力（正極性）、３：ビジー入力（負極性）で、 

０（ディップスイッチ設定）、がデフォルトです。 

 ・＃Ｂｓ？ 

  送信選択の参照を行ないます。 

 

 ◆＃ＤＥＭ 

  受信ゲインの参照変更を行ないます。 

  受信音量が小さいときに、クリップ（黄色のＬＥＤが高速点滅）しない範囲で大きくします。 

  「ｓ」は無線機入出力選択、「ｂｂｂ」は受信ゲインです。 

  無線機入出力選択は、０：Ａ、１：Ｂ 

 ・＃ＤＥＭｓ＝ｂｂｂ 

  受信ゲインの変更を行ないます。 

  範囲は０～４９（０ｄＢ～４９ｄＢ、１ｄＢ単位）で、０（０ｄＢ）、がデフォルトです。 

  ※無線機側で音量調節できるときは、無線機側で調節して下さい。 

 ・＃ＤＥＭｓ？ 

  受信ゲインの参照を行ないます。 

 

 ◆＃ＤＮ 

  スケルチ開放ノイズ検知の参照変更を行います。 

  ・＃ＤＮｓ 

  スケルチ開放ノイズ検知の変更を行ないます。 

   「ＡＴ＃ＤＮ１」でスケルチ開放ノイズ検知を行い、「ＡＴ＃ＤＮ０」（デフォルト）でスケルチ開放ノイズ検知を行ないません。 

 ・＃ＤＮ？ 

  スケルチ開放ノイズ検知の参照を行ないます。 

 

 ◆＃ＤＴ 

  単一トーン検知の参照変更を行います。 

  ・＃ＤＴｓ 

  単一トーン検知の変更を行ないます。 

   「ＡＴ＃ＤＴ１」で単一トーン検知を行い、「ＡＴ＃ＤＴ０」（デフォルト）で単一トーン検知を行ないません。 

 ・＃ＤＴ？ 

  単一トーン検知の参照を行ないます。 

 

 ◆＃ＭＯＤ 

  送信ゲインの参照変更を行ないます。 

  送信音量が大きいときに、適切な値に小さくします。 

  「ｓ」は無線機入出力選択、「ｂｂｂ」は送信ゲインです。 

  無線機入出力選択は、０：Ａ、１：Ｂ 

 ・＃ＭＯＤｓ＝ｂｂｂ 

  送信ゲインの変更を行ないます。 

  範囲は０～６３（０ｄＢ～－６３ｄＢ、－１ｄＢ単位）で、０（０ｄＢ）、がデフォルトです。 

 ・＃ＭＯＤｓ？ 

  送信ゲインの参照を行ないます。 
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 ◆＃Ｑ 

  低音減衰の参照変更を行ないます。 

  「ｓ」は無線機入出力選択、「」は送信ゲインです。 

  無線機入出力選択は、０：Ａ、１：Ｂ 

 ・＃Ｑｔ 

  低音減衰の変更を行ないます。 

  範囲は０～３（０：通常、１：Ａのみ低音減衰、２：Ｂのみ低音減衰、３：ＡとＢ両方低音減衰 

 ・＃Ｑ？ 

  低音減衰の参照を行ないます。 

 

◆＃ＳＰＫ 

スピーカー／マイクゲインの参照変更を行ないます。 

「ｓ」は対象番号（０：受話出力、１：送話入力）、「ｂｂｂ」が変更するゲインになります。 

・＃ＳＰＫ０＝ｂｂｂ 

スピーカーゲインの変更を行ないます。 

範囲は０～６３（２７ｄＢ～－３６ｄＢ、－１ｄＢ単位）で、２４（３ｄＢ）がデフォルトです。 

範囲外の値に変更すると、ミュートになります。 

・＃ＳＰＫ１＝ｂｂｂ 

マイクゲインの変更を行ないます。 

範囲は５～１２７（５５ｄＢ～－６７ｄＢ、－１ｄＢ単位）で、３０（３０ｄＢ）がデフォルトです。 

０～４の値に変更すると５５．５ｄＢになり、１２８以上の値に変更するとミュートになります。 

・＃ＳＰＫｓ？ 

スピーカー／マイクゲインの参照を行ないます。 

 

 ◆＃ＶＤ 

  送信継続時間の参照変更を行ないます。 

  ビジー入力を使用する場合は関係ありません。 

  「ｓ」は無線機入出力選択、「ｂｂｂ」は送信継続時間です。 

  無線機入出力選択は、０：Ａ、１：Ｂ 

 ・＃ＶＤｓ＝ｂｂｂ 

  送信継続時間の変更を行ないます。 

  範囲は４～２５４（４０ｍｓ～２０４０ｍｓ、８ｍｓ単位）で、６２（５０４ｍｓ）、がデフォルトです。 

 ・＃ＶＤｓ？ 

  送信継続時間の参照を行ないます。 

 

◆＆Ｆ 

出荷時の設定で復元を行ないます。 

 

 ◆＆Ｍ０ 

  無変調防止時間の参照変更を行ないます。 

  送信状態で、「信号検知閾値」以上の信号を検知できない状態を無変調とし、無変調防止時間が経過すると、送信状態を解除します。 

  ※マイク＆スピーカーからの送信は、無変調防止は働きません。 

  ・＆Ｍ０＝ｗｗｗｗｗ 

  無変調防止時間の変更を行ないます。 

  範囲は０～６５５３５（０は無変調防止無効、１ｓ～６５５３５ｓ、１ｓ単位）で、６０（６０ｓ）がデフォルトです。 

 ・＆Ｍ０？ 

  無変調防止時間の参照を行ないます。 
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 ◆＆Ｍ１ 

  連続送信制限時間の参照変更を行ないます。 

  送信状態で、連続送信制限時間が経過すると、送信状態を解除します。 

  ・＆Ｍ１＝ｗｗｗｗｗ 

  連続送信制限時間の変更を行ないます。 

  範囲は０～６５５３５（０は連続送信制限無効、１ｓ～６５５３５ｓ、１ｓ単位）で、０（連続送信制限無効）がデフォルトです。 

 ・＆Ｍ１？ 

  連続送信制限時間の参照を行ないます。 

 

◆＆Ｗ 

現在の設定の登録を行ないます。 

 

 

 

■９ 使用上の注意点について 

・デフォルトのノイズ検知送信は、受信中、無線機のオーディオアンプがＯＮになり、僅かにノイズが増えることを検知して送信を行なうため、 

 受信に使用する無線機の外部電源によっては、ノイズが増えて、オーディオアンプのＯＮ／ＯＦＦが区別できなくなる場合がありますので、 

 特にノイズの小さいデジタル小電力コミュニティ無線機は、他の機器の影響を受けないように、単一ポートのＡＣアダプターの使用を推奨します。 

・信号検知送信やノイズ検知送信選択時、無線機のパワーセーブ機能が働くと、そのノイズを検知し、送信状態に移行することがあります。 

 「検知応答時間」設定を延ばすと送信状態への移行を防げる場合がありますが、パワーセーブ機能を解除することを推奨します。 

・通話中、クリップ（ＬＥＤ５が高速点滅）しないように、無線機側で音量調節して下さい。 

 クリップは、入力アンプの飽和により、信号（音声）歪が発生している状態を指し、単一トーン検知やスケルチ開放ノイズ検知の誤検知要因になります。 

 無線機側で音量調節できないときは、「受信ゲイン」設定で調節して下さい。 

 

 

 

 

 


